
2023年度 ファクタリングの市場規模を推計・算出（ご案内） 

【市場規模算出、レポート発刊の目的】 

2024年 7月、アンクパートナーズ合同会社では、ファクタリング市場につき、2023年度

の市場規模（売掛債権買取額）を 5.7兆円と推計し、業界動向をまとめました。 

我が国では 50年という歴史を持つ伝統的産業でありながら、当業界の統計データはなく、

業界構造や動向、参入企業の取組み状況などを整理した資料もない状況です。また、一般事

業者を装った資金搾取の横行に加え、参入障壁が低いためファクタリング事業会社を名乗る

悪しき行動をとる事業者もあることからファクタリング自体のネガティブイメージも根強

いのが現状です。 

そこで、買取型及び診療報酬などのメディカル系のファクタリングにつき、市場規模の算

出（推計）と共に、市場動向、業界動向の把握と参入企業の実態などを定量・定性の両面か

ら捉え、業界の将来展望や課題をまとめ、業界の正しい認知の訴求と発展を目的にレポート

を発刊しました。 

 

【市場規模】 

●近年では 2019 年度の市場規模をピークに、コロナ禍の「ゼロゼロ融資」等でファクタリ

ングニーズが減退。専業者の撤退も出始め 2020年度、2021年度は減少 

●2022年度はコロナ関連破綻が増加。資金ニーズ増で増加に転じ、2023年度は、円安進行、

物価高等を背景に資金調達ニーズが更に上昇。コロナ前の水準を上回る 5.7兆円市場に 

●今後、手形廃止、振込増加でファクタリング環境はポジティブ、増加と予測。メディカル

分野で 2社上場、専業者でも上場表明、社会的存在意義示す 

 

【ファクタリングの市場規模（全体）】 

 

※メディカル分野（診療報酬、介護報酬等）、買取兼業分野（主に大企業向け）、買取専業分野（主

に中小企業向け）の個別分野についても市場規模を推計 

アンクパートナーズ推計
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【業界動向】 

●50 年以上の歴史を持つ伝統的産業だが、新規参入が相次ぎ、市場規模も拡大基調にある

成長産業 

●専業分野では異業種からの子会社参入相次ぎ、会計ソフト、地域金融機関等との連携が進

展、販路拡大 

●ファクタリングに関する法整備を望む声も 

 

【企業動向等】 

●少なくとも当市場には 200社程度は参入企業が存在 

●本レポートでは、メディカル専業、買取兼業（メディカルとの兼業含む）、買取専業（メ

ディカルとの兼業含む）の 165社を対象に集計、分析 
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（２）業界動向 

 

 ファクタリング業界は、数度にわたって整備されてきた関連法の進展を背景に発展、

成長し、約 6 兆円の大きな市場となっている。この間、主としてリース会社が資金繰り

支援としてサービス提供してきたが、異業種から子会社を設立して参入したり、また独

立系の専業者が誕生するなどファクタリングを扱う事業者の層も厚くなった。 

しかし一方で、ファクタリングのサービスや事業者を規制する法律等はなく、ヤミ金

業者が貸金業法の強化に伴い、貸金業を廃業しファクタリングを開始したとも言われて

いる。そのため、この大きな市場を悪用して、ヤミ金融やファクタリングを装った貸付

等も横行。同時に、2 社間取引のメリットを逆手に取った一般事業者を装った架空請求

や二重譲渡によるファクタリング詐欺も頻発し、業界課題の一つにもなっている。 

2022 年には業界団体が設立され、東京都の補助金を活用した自主規制の取組みがス

タートした。業界の健全化、適正化は途上段階ではあるが、株式上場を表明する専業者

もあり、メディカル分野では既に 2 社が上場を果たした。業界の社会的存在意義を示し、

社会的信用性を向上させている。また、各ファクタリングを扱う事業者では、審査の迅

速化、手数料率の引下げなどの商品力のアップや、異業種との提携・連携による販路拡

大、財務基盤の増強など営業力の強化に尽力している。 

 下図表は、こうしたファクタリング業界の主な動向をまとめたものである。 

 

【図表 13】主な業界動向 

 

業界動向

市場規模（買取額）は
拡大傾向

ヤミ金融、偽装
ファクタリング
の温床にも

参入企業の新陳
代謝激しい

周辺の法整備は
一巡

株式上場企業
誕生補助金活用

資金繰り支援の強化

財務基盤の増強

提携進展、販路開拓

商品力アップ
・メディカル系、大企業向け
は安定推移 
・専業、中小向けは拡大顕著 

・異業種からの子会社参入 
・独立系専業者の撤退 

・1998 年、債権譲渡登記制度の運用 
・2005 年、改正債権譲渡特例法施行 
・2017 年、債権譲渡特約撤廃、将来
債権も対象（2020 年施行） 
・参入要件、営業行為等の更なる法
整備必要か 

・新規参入増 
・ニーズ喚起 
・資金繰り悪化/改善 
・倒産増 

・業界団体が、2022 年に東京都
の補助金事業活用し自主規制等
に取組み 

・ファクタリング+クレジッ
トカード払い 

・メディカル系で 2 社 
・専業でも表明 

・銀行の子会社化・グループ会社化 
・資金調達にクラウドファンディン
グ利用 

・会計ソフト、決済代行、 
業界サイト等と連携、エン
ベディットファイナンス 

・審査の迅速化、手
数料引下げ、買取額
枠拡大 

 

②メリット 

メリットは、主に売掛先の信用状況が重視され、売掛債権を売却するファクタリング

利用者の財務状況は契約に影響しない。そのため売掛債権の信用力が高ければ、自社の

経営状態が悪い場合（赤字、税金滞納、業歴が浅い、個人事業主）などでも資金調達で

きる可能性があるのがメリット。 

金融機関等の借入れと比較して審査に日数がかからず、売掛債権を基に数日あるいは

即日に資金化できる迅速性がある。売掛債権発生から入金までの日数を短縮でき、貸倒

リスクが軽減される。 

万が一、代金を受け取った後に売掛先（取引先）が倒産するなどの未払いの問題が生

じても、ファクタリング利用者に返金の義務が生じることはない、償還求償権がない。 

2 社間取引の場合、ファクタリング利用によって、資金繰りが悪化しているといった

風評被害や今後の取引に悪影響を与えずに済むメリットがある。  

借入れではないため、保証人や担保を徴求されることはない。また、売掛債権の売却

であり、借入れではないためバランスシート上負債として計上せず、財務のコントロー

ルが可能。 

 

③デメリット 

ファクタリングの手数料は、1 つの売掛債権に対する手数料であり、年間を通して複

数回利用した場合は利用回数×手数料となるため、あるいは 1 回の利用であっても、借

入（融資）金利よりも高くなる場合がある。また、その手数料がかかるため、債権を満

額回収できない。 

更に、売掛債権を最大いくらで買い取るかを表す掛け目を設定している会社もあり、

例えば、売掛債権の 70%と評価された場合、そこから手数料も差し引かれ、手数料以外

に諸費用が発生する場合もある。 

3 社間取引では、取引先に債権を売却することの同意を得る必要がある。そのため、

取引先から見ると、自社の資金繰りが悪化しているという見方をされたり、取引先の信

頼性が低くリスクを手放したと思われる可能性もある。 

ファクタリング会社によって違いはあるが、審査の提出書類が多い場合がある。  

 

 

（３）法規制／参入要件 

 

 ①根拠法 

 当ファクタリング業に関する規制法や取引法はなく、常識的に、他の法規制に抵触す

るようなことをしなければ、誰が、どのように事業を行い、またどのような営業行為を

行っても構わない状況にある。 

  

 法規制等がないからといって違法なサービスではなく、①1998 年に施行された「債

権譲渡特例法」、②2005 年に改正された「債権譲渡登記制度の改正」、③債権譲渡特約

の撤廃、将来債権の譲渡の明文化が行われた、2017 年に改正し 2020 年の改正民法（債 

 

 本レポートで対象とした、メディカル系を含む買取ファクタリングを扱う企業は、169

社確認できた。このうち、買取兼業者（本業の他に比較的大口のファクタリングを扱う

事業者を買取兼業者と定義）は、業界全体では 6％。買取専業者（本業の他に中小企業

等を対象にファクタリングに注力する事業者やファクタリングを専門に扱う事業者と

定義）は 56％、診療・介護等報酬債権を扱う事業者のうち、買取を扱わずメディカル系

に特化したメディカル専業者は 13％、買取とメディカル系の両方を扱う事業者は 25％

であった。 

 

 

（２）主な参入企業 

 

参入企業数は、これまで弊社で確認できただけでも 200 社超は存在している。しかし

ながら、業界内での健全化、適正化を進めるなどの自助作用やコロナ禍以降の事業不振

を背景にこの 2～3 年で 30 社程度が撤退、同時に新規参入も進み新陳代謝が続いてい

る。専業会社（ファクタリングに注力する企業含む）ではメディカル系の企業で、2023

年 6 月、2024 年 6 月に株式を上場する会社が誕生した。 

 

【図表 4】主な参入企業 

 

企業名 サービス名 住所 買取
メディ

カル
設立 備考

1 三田証券(株) 東京都中央区 ○ 1949年7月

2 山陰信販(株)（(株)トワライズ） 鳥取県米子市 ○ 1963年8月
2024年7月23日にトワライズ社名変更

予定

3 りそな決済サービス(株) 東京都江東区 ○ 1978年10月

4 シャープファイナンス(株) 東京都千代田区 ○ 1957年6月

5 リコーリース(株)
介護報酬ファクタリ

ング
東京都港区 ○ 1976年12月

6 ひろぎんリース(株) 広島県広島市 ○ 1980年10月

7 (株) コーセイ 東京都中央区 ○ 1980年5月

8 ＧＭＯイプシロン(株) 東京都渋谷区 ○ 2002年9月

9 (株)ビジネスアシスト 沖縄県浦添市 ○ 2009年12月

10 エヌエスパートナーズ(株) 東京都港区 ○ 2010年3月 ノーリツ鋼機グループ

11 (株)エーテスキャピタル 東京都中央区 ○ 2010年9月

12
(株)エス・エム・エスフィナンシャ

ルサービス

カイポケ早期入金

サービス
東京都港区 ○ 2014年1月

東証プライム上場のエス・エム・エス

の100％子会社。2019/8現在1800法人

が利用

13 (株)シーユーシー 東京都港区 ○ 2014年8月 2023/6、東証グロース上場

14 (株)GCM 東京都港区 ○ 2015年4月

15 (株)ＨｅａｌｔｈｅｅＯｎｅ 福島県いわき市 ○ 2015年7月

16 ライズキャピタルマネジメント(株) 東京都墨田区 ○ 2015年9月

17 (株)D&Mカンパニー 大阪府大阪市 ○ 2015年11月 2024/6、東証グロース上場

18 (株)SCメディカル 東京都港区 ○ 2016年12月

19 ドクターズ・サポート(株) 愛知県名古屋市 ○ 2017年5月

20 (株)豊通オールライフ 愛知県名古屋市 ○ 2014年
トヨタグループ、豊田通商の100％子

会社

21 (株)GCM 東京都港区 ○

22 (株)コンフィアンス 大阪府大阪市 ○
病院、クリニック、エステサロン、学

習塾等向け

 

登録業者は 4 千社に半減（商工ローンが社会問題化した 1989 年時は 3 万社、グレーゾ

ーン金利を否定した最高裁判決のあった 2006 年は 1.4 万社、2023 年時は約 1500 社）、

証券取引法から金融商品取引法に改正された際には、FX（外国為替証拠金取引）業者は

登録制となり、弊社調べでは 300 社から 100 社程度にまで減少し淘汰が進んだ。 

 

 ③東京都の補助金活用で自助努力を推進 

 一方、ファクタリング市場の健全な発展をめざして、2022 年 10 月に（一社）オンラ

イン型ファクタリング協会が設立された。同時に、東京都はファクタリング業に関する

自主規制の取組を支援する事業を開始。同協会を補助事業者として決定し、補助金を交

付した。 

 同協会では、自主ガイドラインの策定を行い、その後も補助金を活用して、中小企業

等の利用者がファクタリングの仕組みを理解し資金調達に活用できるよう、セミナーも

開催するなどの取組みを行っている。 

 

 ④異業種参入、独立系専業者の撤退相次ぐ 

当業界では、弊社調査によると新規参入も多いが専業者の撤退も少なくないことがわ

かった。特に 2016 年～2021 年頃にかけては買取専業者の新陳代謝が激しい。特に撤退

は 2020 年～2021 年頃と見られる。撤退の要因としては、コロナ禍による業績不振、フ

ァクタリングを装ったヤミ金融容疑での逮捕等々のようである。 

もとより主としてリース会社がファクタリングサービスを提供しており業歴は長い

が、新規参入に限って言えば、2020 年は当業界の中で最も設立した企業が多い。ちょ

うどその頃は、2017 年に債権法が改正され施行された頃で、売掛債権の流動化の円滑

化が進み、基本的に全ての売掛債権がファクタリングできるようになり、その利用範囲

が広がったことで、多くの企業がファクタリング事業に参入したと推察できる。  

その参入した多くの企業は買取専業の企業で、同業態の 5 割超を占める。また、2021

年以降も新規参入が続いており、業歴が 10 年に満たない歴史の浅い多くの企業が当業

界を成長させ、支えていると言える。 

更に、メディカル系はこの 10 年の新規参入は少なく業歴の古い会社が多いが、10 年

ほど前までは新規参入が続き、医療機関の資金調達を安定的に支えていると言える。  

 この参入企業の中には、リース会社はもとより、証券会社、信販会社、クレジットカ

ード会社、銀行、チケット売買業、情報・通信業などの異業種からの参入が確認できた。 

 

【図表 14】異業種からの主な参入企業 

 

企業名 買取 メディカル 設立 備考

1 三田証券(株) ○ 1949年7月

2 山陰信販(株)（(株)トワライズ） ○ 1963年8月 2024年7月23日にトワライズ社名変更予定

3 三井住友カード(株) ○ 1967年12月

4 スルガ銀行(株) ○ ○ 1895年10月 ＯＬＴＡと提携のファクタリングもある

5 (株)大黒屋 ○ 1956年 2022年5月からオンライン型ファクタリングを開始

6 (株)ROBOT PAYMENT ○ 2000年10月 東証グロース上場。情報通信、ソフトウェア業特化
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